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Ⅰ 

は
じ
め
に

本
研
究
で
は
、
南
イ
ン
ド
、
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州

（
以
下
Ａ
Ｐ
州
）
の
巡
礼
地
、
シ
ュ
リ
ー
・
カ
ラ
ー
ハ
ス
テ
ィ
（Sri 

K
alahasti　

以
下
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
（
現
地
略
称
））
で
製
作
さ
れ
て
い
る
手

描
き
模
様
染
色
布＊

１

で
あ
る
カ
ラ
ム
カ
リ
を
取
り
上
げ
、
カ
ラ
ム
カ
リ

を
製
作
す
る
一
部
の
女
性
製
作
者
た
ち
が
手
工
芸
開
発
な
ど
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
、
仕
事
へ
の
自
信
や
期
待
を
持
ち
始
め
、「
カ
ラ

ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」（
あ
る
い
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」）
を
自

ら
の
名
の
り
と
し
て
、
ま
た
ひ
と
つ
の
仕
事
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に

「
カ
ラ
ム
カ
リ・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
名
の
る
女
性
製
作
者
の
誕
生

―
―
南
イ
ン
ド
、
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
現
場
に
お
け
る
手
工
芸
開
発
の
影
響

松
村
恵
里

 

特
集
―

２ 
南
ア
ジ
ア
の
手
工
芸
と
開
発

写真 1 カラム（ペン）
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な
っ
た
過
程
を
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
カ
ラ
ム
カ
リ
は
カ
ラ
ム
（
ペ
ン
の
意
味
）＊

２（
写
真
１
）

を
用
い
て
植
物
染
料
に
よ
っ
て
染
色
さ
れ
る
布
で
、
も
と
も
と
は

テ
ン
プ
ル
ク
ロ
ス
（
寺
院
や
神
像
の
背
景
に
掛
け
る
た
め
の
寺
院
奉

納
布
）＊
３

と
さ
れ
、
神
・
叙
事
詩
を
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
く

壁
面
装
飾
布
で
あ
る
。
イ
ン
ド
国
内
に
は
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
以
外
に
も
同
州

の
ク
リ
シ
ュ
ナ
県
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
な

ど
に
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
ム
カ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
布
が
存
在
し
て
お

り
（
図
１
）、
小
笠
原
（1980; 2005

）、
山
辺
（1978

）、Barnes et 
al.

（2002

）、Crill

（2008

）、Irw
in &

 H
all

（1971

）、Ranjan, A
. 

&
 Ranjan, M

.

（2007

）、Singh

（2005

）
な
ど
の
文
献
な
ど
か
ら

も
、
そ
の
外
観
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ写真 2 カラムによる自由描写

図1 インドにおける主要な「カラムカリ」製作地

グジャラート州

ラージャスターン州

●ナートドワーラー

●アフマダーバード

◎ムンバカラ
●マチリーパトナム

●シュリー・カラーハスティ
◎チェンナイ

ラージャスターン州

N

ピチュワ―イー

マーターニーパチェーディ

グジャラート州

アーンドラ・プラデーシュ州アーンドラ・プラデーシュ州

◎デリー◎デリー

◎コルカタ◎コルカタ

●ナートドワーラー

●アフマダーバード

◎ムンバイ
●マチリーパトナム

●シュリー・カラーハスティ
◎チェンナイ

カラムカリ
（版染め）

カラムカリ 
（手描き）

ら
が
型
を
使
用
し
た
り
ボ
ー
ダ
ー
の
み
手
描
き
だ
っ
た
り
、
化
学
染

料
の
使
用
が
進
ん
で
い
た
り
す
る
こ
と
に
比
し
て
、自
由
描
写＊

４

（「
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
）（
写
真
２
）
に
よ
る
木
炭
下
描
き
や
、

カ
ラ
ム
を
使
用
し
た
綿
布
へ
の
植
物
染
料
染
色
を
可
能
に
し
て
い
る

点
が
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
カ
ラ
ム
カ
リ
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
る
（
松
村 2009: 2-3

）。

カ
ラ
ム
カ
リ
の
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
イ
ル
や
壁
に
掛
け
る
タ
イ
プ

（
テ
ン
プ
ル
ク
ロ
ス
タ
イ
プ
）（
写
真
３
）の
布
製
作
は
、カ
ラ
ム
カ
リ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（K

alam
kari T

raining Center　

以

下
Ｋ
Ｔ
Ｃ＊
５

（
次
章
で
詳
述
））
の
出
身
者
た
ち
を
中
心
と
し
た
製
作

者
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
政
府
の
手
工
芸
開

発
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
作
ら
れ
る
布
の
用
途
は
非
実
用
的

な
布
か
ら
実
用
的
な
布
へ
と
広
が
り
を
み
せ
、
と
く
に
二
〇
〇
四
年

か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
の
五
年
間
で
カ
ラ
ム
カ
リ
に
少
な
か
ら

ず
携
わ
っ
て
い
る
者
は
約
二
千
人
に
増
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

顕
著
で
あ
っ
た
の
は
女
性
た
ち
の
参
入
で
、
急
増
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
人
々
の
多
く
は
女
性
製
作
者
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
な
か
に

は
強
い
製
作
意
欲
を
持
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
深
刻
な
経
済
的
理
由
を

抱
え
て
い
る
者
も
お
り
、「
伝
統
的
」
技
術
の
維
持
や
技
術
の
合
理

化
、
ま
た
修
業
・
訓
練
期
間
の
違
い
な
ど
は
彼
女
た
ち
の
意
識
に
影

響
し
、
差
異
化
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
。
男
性
製
作
者
に
も
同
様
に

差
異
化
は
進
ん
で
い
て
自
己
認
識
の
差
が
お
こ
っ
て
い
る
が
、
女
性

製
作
者
間
で
は
男
性
と
は
ま
た
異
な
る
背
景
か
ら
も
自
己
認
識
が
生

じ
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
自
称
す
る
女
性
た
ち
が

誕
生
し
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
次
章
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
に
お
け
る
カ
ラ
ム

カ
リ
製
作
の
展
開
と
変
化
に
つ
い
て
、
政
府
の
手
工
芸
開
発
の
役
割

と
そ
の
影
響
を
中
心
に
記
述
す
る
。
続
く
第
Ⅲ
章
で
は
、
男
性
製
作

者
の
も
と
で
の
修
業
や
非
製
作
者
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
訓
練
を
受
け
た
女

性
製
作
者
た
ち
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
第
Ⅳ
章
で
は
、
女
性
製
作
者

た
ち
が
自
ら
の
名
の
り
と
し
て
、ま
た
仕
事
と
し
て「
カ
ラ
ム
カ
リ
・

写真 3 カラムカリ布（テンプルクロスタイプ）
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
選
択
し
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。

用
い
る
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
か
ら
三
月
ま
で
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
一
月
ま
で
、
さ
ら
に

二
〇
〇
九
年
八
月
、
九
月
の
計
約
七
ヵ
月
間
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
主

要
都
市
な
ら
び
に
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
に
お
い
て
行
っ
た
調
査
か
ら
得
た
も
の

で
あ
る
。
主
な
調
査
方
法
と
し
て
は
、
二
〇
〇
四
年
時
は
Ｋ
Ｔ
Ｃ

の
元
二
代
目
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン＊

６

宅
に
下
宿
し
、
約
二
ヵ
月

間
、
製
作
技
術
習
得
の
個
人
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
カ
ラ
ム
カ
リ
製

作
に
携
わ
る
製
作
者
た
ち
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
二
〇
〇
八
年
か
ら

二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
は
参
与
観
察
と
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に

行
っ
た
。

Ⅱ 

Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
に
お
け
る
手
工
芸
開
発

１ 

一
九
五
〇
年
代
の
手
工
芸
開
発
の
役
割

一
九
世
紀
半
ば
頃
、
ネ
ッ
ロ
ー
ル
地
域
（
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
北
東
）
の
方

角
か
ら
伝
わ
り
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
で
独
自
の
発
展
を
見
せ
た
と
い
わ
れ

る
（Sekhar 1964: 39

）
カ
ラ
ム
カ
リ
だ
が
、
そ
の
後
、
Ａ
Ｐ
州
の

カ
ラ
ム
カ
リ
を
取
り
扱
っ
て
い
た
専
門
の
企
業
（
キ
シ
ャ
ン
チ
ャ
ン

ド
・
チ
ェ
ラ
ラ
ム
）
が
、
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
一
九
三
五
年
以
降
、

カ
ラ
ム
カ
リ
か
ら
手
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
た
め
（V

aradarajan 

1982: 73

）
衰
退
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
二

年
に
全
イ
ン
ド
手
工
芸
局
（A

ll India H
andicraft Board　

以
下

Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｂ
）
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
五
年
以
降
は
各
地
に
手
工
芸
を

保
存
・
伝
承
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
（N

anda 2002: 129

）、
南
イ
ン
ド
で
も
手
描
き
カ
ラ
ム

カ
リ
技
術
を
手
工
芸
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
た
め
の
調
査
が

行
わ
れ
た
。一
九
五
六
年
（
ま
た
は
一
九
五
七
年
）、コ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー

マ
ム
ル
テ
ィ
（K

oduru Ram
am

urthy　

通
称
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）＊
７

に
よ
っ

て
、
Ａ
Ｐ
州
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
で
熱
心
な
調
査
が
行
わ
れ
た
結

果
、
手
描
き
技
術
が
残
っ
て
い
た
の
は
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
み
で
あ
っ
た
た

め
、
一
九
五
七
年
五
月＊

８

に
Ｋ
Ｔ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
手
描

き
カ
ラ
ム
カ
リ
の
復
興
・
存
続
が
可
能
と
な
っ
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｃ
で
は
男
性
の
み
を
対
象
に
、
二
年
を
一
期
と
し
て

一
九
九
五
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
、
チ
ェ
ッ
テ
ィ
（
テ
ル
グ
の
商

人
カ
ー
ス
ト
）、
レ
ッ
デ
ィ
（
テ
ル
グ
の
富
農
カ
ー
ス
ト
）、
ピ
ッ
ラ

イ
（
タ
ミ
ル
の
富
農
カ
ー
ス
ト
）
な
ど
の
カ
ー
ス
ト
出
身
者
が
混
在

し
た
状
態＊

９

で
、
宗
教
的
に
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
や
ム
ス
リ
ム
な
ど
が

と
も
に
カ
ラ
ム
カ
リ
を
学
ぶ
こ
と
と
な
り
、
親
の
職
業
も
農
民
、
商

人
、
職
人
、
教
師
、
銀
行
員
、
書
記
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

一
九
九
三
年
に
二
代
目
の
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
が
退
職
し
、

す
で
に
カ
ラ
ム
カ
リ
技
術
の
保
存
・
継
承
と
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
者
の

創
出
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
で
は
、
一
九
九
五
年
に
Ｋ
Ｔ

Ｃ
を
閉
鎖
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｔ
Ｃ
開
設
か
ら
閉
鎖
ま
で
に

一
八
期
百
数
名
の
卒
業
生
が
輩
出
さ
れ
、
そ
の
約
一
～
二
割
が
卒
業

後
も
カ
ラ
ム
カ
リ
関
連
の
職
に
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

卒
業
生
の
家
族
や
彼
ら
に
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
の
技
術
を
指
導
さ
れ
た

人
（
女
性
も
含
む
）
を
含
め
、
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
に
従
事
す
る
人
々

が
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
つ
人
々
を
集

め
、技
術
習
得
を
通
じ
た
製
作
者
間
の
カ
ー
ス
ト
を
越
え
た「
師
弟
」

と
い
う
新
た
な
関
係
を
創
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
は
い
わ
ば

「
装
置
」
と
も
い
う
べ
き
機
能
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

２ 

Ｋ
Ｔ
Ｃ
閉
鎖
以
降
の
状
況

Ｋ
Ｔ
Ｃ
閉
鎖
以
降
、
任
意
団
体
が
発
足
し
た
り
、
実
業
家
や
実
業

家
の
家
族
が
経
営
す
る
工
房
も
開
設
さ
れ
る
な
ど
し
て
製
作
者
の
人

数
は
さ
ら
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
非
実
用
的
な
テ
ン
プ
ル
ク
ロ

ス
タ
イ
プ
の
需
要
が
同
様
に
伸
び
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
徐
々
に

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
は
悪
く
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、近
年
、

多
く
の
工
房
で
実
用
的
な
（
鳥
や
草
花
デ
ザ
イ
ン
中
心
の
）
サ
リ
ー

や
ド
ゥ
パ
ッ
タ
ー
（
大
判
の
薄
手
ス
ト
ー
ル
の
よ
う
な
布
）、
ア
ッ
プ

リ
ケ
ピ
ー
ス
が
主
に
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
（
写
真
４
）、

実
用
布
の
需
要
に
応
え
る
た
め
の
供
給
量
の
増
加
が
目
覚
ま
し
く

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
異
な
る
製
作
状
況
が
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
で

生
じ
て
い
る
背
景
に
は
、ま
ず
、政
府
主
導
で
始
ま
っ
た
「
カ
ル
ナ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（K
aruna Project

）」
と
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
あ
る
「
カ

ラ
・
ス
ル
ス
テ
ィ
（K

ala Srusti

）」
の
存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
。

二
〇
〇
四
年
一
月
に
始
動
し
た
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中

央
政
府
が
予
算
を
Ａ
Ｐ
州
、
チ
ッ
ト
ゥ
ー
ル
県
の
地
域
開
発
事
業

局
（D

istrict Rural D
evelopm

ent A
uthority　

以
下
Ｄ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）

に
お
ろ
し
、
Ｄ
Ｒ
Ｄ
Ａ
よ
り
予
算
を
任
さ
れ
た
管
理
団
体
か
ら
カ
ラ

ム
カ
リ
製
作
者
た
ち
に
貸
し
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
に
は
、
製
作
者
た
ち
は
個
人
や
Ｓ
Ｈ
Ｇ
（Self 

H
elp Group

）＊＊
＊

で
は
な
く
、
製
作
者
や
実
業
家
か
ら
成
る
経
営
責

任
者
を
中
心
と
し
た
一
〇
～
二
〇
人
程
度
以
上
の
ユ
ニ
ッ
ト
（
＝
グ

ル
ー
プ
（
表
１
））
と
し
て
Ｄ
Ｒ
Ｄ
Ａ
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、

写真 4 カラムカリ布（ドゥパッターの一部）
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登
録
お
よ
び
申
請
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
に
対
し
て
貸
与
金
が
支
払
わ
れ

る
。
現
存
ユ
ニ
ッ
ト
が
す
べ
て
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
不
参
加
の
ユ
ニ
ッ
ト
も
カ
ラ
ム
カ
リ
布

実
用
化
の
影
響
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
始

動
し
た
と
は
い
え
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
活
動
が
強

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
実
施
後
二
～
三
年
を
か
け
て
独
自
の
動
き
が

活
発
化
し
、
そ
の
後
急
激
に
ド
レ
ス
マ
テ
リ
ア
ル
な
ど
需
要
の
高
い

布＊＊
＊

の
製
作
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
製
作
者
支
援
の
た
め
に
始
動
し
た
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
方
で
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
に
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
の
が
、
女
性
や

農
村
を
支
援
す
る
結
果
と
な
っ
た
カ
ラ
・
ス
ル
ス
テ
ィ
の
本
格
的
な

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
カ
ラ
・
ス
ル
ス
テ
ィ
は
木
工
芸
を

中
心
と
し
た
手
工
芸
の
支
援
を
目
的
と
し
、
一
九
九
五
年
に
任
意

団
体
と
し
て
発
足
し
た
。
以
降
、
木
工
芸
以
外
に
も
、
カ
ラ
ム
カ
リ

や
漆
工
芸
な
ど
の
手
工
芸
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
手
工

芸
振
興
委
員
会
（O

ffi
ce of the D

evelopm
ent Com

m
issioner of 

H
andicrafts （

以
下
Ｄ
Ｃ
（
Ｈ
）））
の
開
発
計
画
に
参
加
し
て
き
た
。

こ
の
カ
ラ
・
ス
ル
ス
テ
ィ 

が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
本
格
的
な
活
動
を

始
め
る
の
は
二
〇
〇
八
年
一
月
で
、
Ｄ
Ｃ
（
Ｈ
）
だ
け
で
な
く
、
中

央
政
府
の
カ
ー
デ
ィ
と
村
落
産
業
委
員
会
、
ま
た
Ａ
Ｐ
州
政
府
の
青

年
事
業
部
に
登
録
さ
れ
、
木
工
芸
、
カ
ラ
ム
カ
リ
、
漆
工
芸
を
中
心

に
、
竹
籐
工
芸
、
素
焼
細
工
、
小
型
青
銅
細
工
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
な
ど

を
対
象
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
行
い
、
製
品
化
を
推
し
進
め
る
よ

う
に
な
っ
た
（K

ala Srusti 2006: 5

）。
カ
ラ
ム
カ
リ
部
門
だ
け
で

約
二
五
〇
名
（
男
性
指
導
者
三
名
）
が
所
属
し
、カ
ラ
ム
ペ
ン
を
使
っ

た
線
描
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
）
専
門
と
、
彩
色
（
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
＝
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
専
門
に
分
か
れ
、
テ
ン
プ
ル
ク
ロ
ス
タ
イ
プ
の
も

の
よ
り
も
サ
リ
ー
、
ド
ゥ
パ
ッ
タ
ー
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
ピ
ー
ス
が
主
に

製
作
さ
れ
て
い
る
。
ト
レ
ー
ス
に
よ
る
木
炭
下
描
き
（
写
真
５
）、

線
描
や
彩
色
な
ど
の
訓
練
を
三
ヵ
月
間
受
け
て
、
証
明
書
を
取
得
し

た
者
が
製
作
者
と
し
て
登
録
さ
れ
職
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
決
し
て

女
性
支
援
が
設
立
目
的
の
中
心
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
家
事
と
仕

事
を
両
立
で
き
る
便
利
な
職
と
し
て
多
く
の
女
性
た
ち
が
こ
の
工
房

で
訓
練
を
受
け
、
証
明
書
を
手
に
す
る
こ
と
で
カ
ラ
ム
カ
リ
業
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
村
落
に
も
手
工
芸
製
作
者
を
抱
え

 開始年度  所属人数　経営責任者　　　 構成員　　　          構成員へのトレーニングの内容

ユニット① 1980年 約35名

ユニット② 2000年 13名

ユニット③ 2004年 25～26名

ユニット④ 2005年 10～12名

ユニット⑤ 2005年 約60名

ユニット⑥ 2006年 約10名

ユニット⑦ 2008年 5名

ユニット⑧ 不明 12名

ユニット⑨ 1999年 約110名

ユニット⑩ 1999年 10名

ユニット⑪ 2004年 約20名

表 1 ユニット表

（注）2008～ 2009 年時調査より、主なユニット事例。

KTC出身者
の後継者（姉・
弟）。父のもと
で修業

母、姉 1名、義兄を中
心に、約15名の製作
者と外注製作者、訓練
生が所属。女性中心

技術習得期間は明確になっていない。線描と彩色
を訓練する者と、彩色のみの者とがいる。フリーハ
ンド技術習得

KTC出身者
（男性）

男性 3名、女性 10 名 線描、彩色、水洗などの仕事によるが、訓練期間
は1～ 6ヵ月（時にはそれ以上）。線描訓練により
カラムペンや鉄漿を自分で作れるようになり、時間
をかけて訓練した者は神や人物も描けるようにな
る。フリーハンド技術習得

KTC出身者の
弟子（男性）。K
TC出身者とそ
の弟子のもとで
修業

男性約 7～ 8名以外
は、女性。カーストの繋
がりが比較的強い

訓練は線描と彩色に分かれ、期間は 6ヵ月。
線描は基本的にフリーハンドであるが（基
本的に木炭の下描きは経営責任者が行う）、
トレーシングシートも使っている

KTC出身者
（実際は後継
者である娘が
運営。父のもと
で修業）

現在では女性のみ10
名。カーストの繋がりが
比較的強い

技術習得期間は明確には決まっていない。線描
訓練により、神や人物も描けるようになる（ただし
木炭の下描きは、ベテランにならないとできない）。
フリーハンド技術習得

KTC出身者
（実際は後継
者である息子
2人が運営。父
のもとで修業）

自工房の他に 3 つの
工房を持ち、男性が数
名、他は女性

基本的にはフリーハンドの訓練を行う。簡単なデ
ザインの時はトレーシングシートも使うが、込み入っ
たデザインのときはフリーハンド技術で製作する

KTC出身者の
後継者の弟子
（男性）。その後
継者のもとで修
業

男性ばかり10 名が所
属。ただし、工房では
他のユニット所属構成
員も仕事をしている

このユニットの構成員は、ユニット⑩で訓練を受け
た者たちが集まっている

KTC出身者の
孫弟子（男性）。
ユニット③の経
営責任者のもと
で訓練

自工房でともに製作を
行ういとこの他に、兄
弟、いとこの兄弟・姉
妹が所属

訓練期間は1年。一応、フリーハンドで神や人物
の描写を学ぶが、仕事ではトレーシングシートを使
うので、実際はカラムペンによる布への神の描写
などはできない

KTC出身者
（男性、KTC出
身者の後継者
でもある）

ベテランの工房がいく
つか集まっている

すでに技術を身につけた者が集まっている

実業家（女性。
父も夫も有名な
実業家）

村に約20名、工房に約
70名、その他訓練生約
20名、事務職の男性 3
名

訓練期間は1年。女性製作者のみが所属して
おり、神・人体描写訓練を受けた女性たちもいる。
フリーハンド技術習得

実業家（女性。
現在は亡くなり、
嫁が後を継い
でいる。夫はS
KHTでも有名
な実業家）

設立当初は男性もいた
が、現在では女性のみ
10 名

訓練期間は1年。設立当初は訓練期間が3ヵ月
で、男性が多かったが、現在では女性のみ。神や
人物は描けず、実用布製作のみ。フリーハンド技
術習得

実業家（男性） 男性 4～ 5名、他女性 訓練期間は1年。男性は基本的に神や人物を
描けるが、女性はその訓練を受けていない。ただ
し、男性たちも実用布製作が中心。フリーハンド技
術習得

写真 5 トレース技術による木炭下描き
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て
い
て
農
村
労
働
力
の
取
り
込
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
政
府
の
後
援
を
受
け
て
手
工
芸
開
発
に
携
わ
り
な
が

ら
、
結
果
的
に
農
村
と
女
性
の
支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
団
体
と
い

え
、
こ
こ
で
訓
練
さ
れ
た
多
く
の
製
作
者
（
女
性
を
中
心
と
し
た
男

女
）
た
ち
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
ム
カ
リ
は
ド
レ
ス
マ
テ
リ
ア
ル
や
実
用

的
な
イ
ン
テ
リ
ア
用
の
布
と
し
て
大
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
（
写
真
６
）。

こ
れ
ら
二
つ
の
大
き
な
動
き
に
よ
っ
て
、
個
人
工
房
に
よ
る
製
作

形
態
は
ほ
と
ん
ど
が
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
生
産
へ
と
変
わ
り
、
女
性
製

作
者
は
急
激
に
増
加
し
た
。
カ
ラ
ム
カ
リ
は
非
実
用
的
な
テ
ン
プ
ル

ク
ロ
ス
タ
イ
プ
の
布
か
ら
実
用
的
な
ド
レ
ス
マ
テ
リ
ア
ル
な
ど
へ
と

用
途
が
広
が
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
神
・
叙
事
詩
か

ら
鳥
・
草
花
モ
チ
ー
フ
へ
、「
伝
統
的
」
技
術
に
は
合
理
的
技
法
へ

の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
増
え
る
ド
レ
ス
マ
テ
リ
ア
ル

需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
構
成
員
増
員
の
た
め
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

期
間
の
短
縮
が
必
要
と
な
り
、
二
年
以
上
が
基
本
と
さ
れ
て
い
た
技

術
習
得
期
間
も
、
現
在
で
は
三
ヵ
月
、
六
ヵ
月
、
一
年
の
短
期
訓
練

が
増
え
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
増
加
す
る
注
文
の
多
く
は
Ａ
Ｐ
州

以
外
か
ら
く
る
こ
と
か
ら
、
英
語
能
力
の
高
い
経
営
責
任
者
を
中
心

と
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
や
組
織
が
、
着
実
に
大
き
な
市
場
と
の
取
引
に
成

功
し
始
め
て
い
る
の
が
現
在
の
製
作
者
た
ち
の
現
状
で
あ
る
。

Ⅲ 

女
性
製
作
者
の
多
様
化

１ 

製
作
者
の
も
と
で
修
業
し
た
女
性
製
作
者
た
ち

Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
や
そ
の
弟
子
た
ち
（
非
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
）
が
家
族

や
近
隣
の
人
々
を
訓
練
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
が
徐
々
に
カ
ラ
ム

カ
リ
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
経
済
的
テ
コ
入
れ
が
行
わ
れ
た
た
め
、
彼
ら
の
工
房
・
ユ

ニ
ッ
ト
で
は
作
業
上
の
都
合
や
効
率
、
仕
事
に
対
す
る
態
度
な
ど
が

考
慮
さ
れ
る
な
か
で
、
女
性
た
ち
が
多
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

写真 6 カラ・スルスティ工房内部

た
。
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、製
作
者
に
学
ん
だ
女
性
た
ち
は
、（
彩

色
・
単
純
作
業
の
み
の
者
を
除
き
）
①
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
（
カ
ラ

ム
線
描
・
木
炭
下
描
き
）、
神
・
人
体
描
写
力
、
デ
ザ
イ
ン
力
を
身

に
つ
け
た
者
（
二
年
以
上
師
事
）、
②
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
（
主
に
カ

ラ
ム
線
描
・
木
炭
下
描
き
、
あ
る
い
は
カ
ラ
ム
線
描
の
み
）、
神
・
人

体
描
写
力
を
身
に
つ
け
た
者
（
お
よ
そ
二
年
、
あ
る
い
は
一
年
前
後

の
訓
練
）、
③
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
（
カ
ラ
ム
線
描
・
木
炭
下
描
き
、

あ
る
い
は
カ
ラ
ム
線
描
の
み
）、
鳥
・
草
花
の
み
の
描
写
が
可
能
な
者

（
一
年
未
満
の
訓
練
）、
④
カ
ラ
ム
線
描
技
術
（
ト
レ
ー
ス
技
法
使
用
）

の
み
可
能
な
者
（
数
ヵ
月
の
訓
練
）、
に
大
別
で
き
る
。
①
か
ら
④

ま
で
の
女
性
た
ち
の
意
識
の
差
は
広
ま
っ
て
お
り
、
③
④
と
比
べ
①

②
の
女
性
た
ち
に
は
製
作
者
と
し
て
の
自
覚
が
高
い
者
が
多
い
。

①
に
あ
た
る
女
性
製
作
者
の
な
か
に
は
弟
子
の
育
成
に
関
わ
る
者

も
お
り
、
と
く
に
初
期
の
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
の
弟
子
や
娘
た
ち
の
な
か

に
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
同
様
二
年
以
上
の
修
行＊＊

＊

を
積
ん
だ
上
で
、
工
房
の
後

継
ぎ
と
な
っ
た
り
独
立
を
果
た
し
た
り
し
て
い
る
者
も
い
る
。
女
性

た
ち
が
自
工
房
や
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か

け
に
は
、
家
族
の
な
か
の
中
心
的
な
男
性
が
何
ら
か
の
理
由
で
不
在

と
な
り
、
そ
の
役
割
の
代
わ
り
を
迫
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
理
由
の

ひ
と
つ
と
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
確
実
な
カ
ラ
ム
カ
リ

技
術
や
言
語
能
力
、
工
房
を
ま
と
め
る
経
営
能
力
と
い
っ
た
条
件
を

満
た
し
た
、
意
欲
の
あ
る
女
性
た
ち
が
そ
の
責
任
を
選
択
し
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
工
房
ａ
（
ユ

ニ
ッ
ト
表
④
）
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
で
あ
る
父
親
の
存
在
を
前
面
に

押
し
出
し
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
後
継
者
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
た
息
子
の
一
人
が
他
界
し
た
た
め
に
、
父
の
も
と
で
修
業
し
、

母
語
の
テ
ル
グ
語
の
他
に
英
語
（
そ
の
他
タ
ミ
ル
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
語

を
少
々
）
が
話
せ
、
製
作
・
経
営
に
意
欲
の
あ
る
二
十
代
後
半
の
三

女
（
女
性
製
作
者
Ａ
）
が
実
質
的
な
後
継
ぎ
と
な
っ
て
い
る
。
も
と

も
と
こ
の
工
房
で
は
男
性
が
中
心
に
働
い
て
い
た
が
、
Ａ
は
父
兄
以

外
の
男
性
製
作
者
を
す
べ
て
解
雇
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
水

洗
時
な
ど
に
足
首
を
見
せ
る
作
業
で
あ
る
こ
と
や
女
性
は
生
理
日
の

数
日
は
神
を
祀
っ
て
あ
る
作
業
部
屋
に
は
入
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
男

女
が
共
同
作
業
を
す
る
際
の
不
都
合
の
他
に
、
男
性
の
飲
酒
の
問
題

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
製
作
者
た
ち
の
技
術
力
を
見
極
め
な
が
ら
、

そ
の
技
術
力
を
上
げ
、
Ａ
を
中
心
に
工
房
の
安
定
化
を
図
ろ
う
と
し

た
結
果
、
工
房
ａ
で
は
女
性
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
ゆ
き
、
実
用
布

生
産
を
増
や
し
な
が
ら
も
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
に
よ
る
線
描
や

神
・
叙
事
詩
の
描
写
が
可
能
な
者
も
育
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、同
様
に
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
工
房
ｂ（
ユ

ニ
ッ
ト
表
①
）
は
、
経
営
責
任
者
で
あ
っ
た
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
が
数
年

前
に
亡
く
な
り
、
そ
の
長
男
と
長
女
（
女
性
製
作
者
Ｂ
）
が
共
同
で

ユ
ニ
ッ
ト
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
Ｂ
は
父
の
も
と
で
修
業
を
積

み
技
術
を
習
得
し
、
州
レ
ベ
ル
の
ア
ワ
ー
ド
（
応
賞
）＊＊
＊

も
取
得
し
て

お
り
、
英
語
が
非
常
に
流
暢
で
、
そ
の
兄
弟
も
タ
ミ
ル
語
、
ヒ
ン
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デ
ィ
ー
語
の
他
に
カ
ン
ナ
ダ
語
、
英
語
を
多
少
理
解
す
る
。
現
在
、

こ
の
工
房
で
も
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
、
実
用
布
製
作
に
も
着
手
し

て
い
る
が
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
に
よ
る
神
な
ど
の
描
写
が
可
能
な
女
性

製
作
者
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当
す
る
腕
の
良
い
男
性
製
作
者
（
少

人
数
）
も
か
か
え
、
こ
れ
ら
Ｂ
た
ち
が
育
成
し
た
製
作
者
た
ち
の
技

術
力
と
確
実
な
生
産
力
に
よ
っ
て
、工
房
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。

以
上
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
事
例
は
、
も
と
も
と
父
親
が
工
房
を
主

宰
し
て
い
た
と
い
う
基
盤
を
も
と
に
、
父
の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
女
性
自
身
が
付
加
価
値
を
身
に
つ
け
た
り
し
な
が
ら
、
テ
ン
プ
ル

ク
ロ
ス
タ
イ
プ
布
製
作
も
維
持
し
つ
つ
政
府
の
開
発
計
画
な
ど
を
利

用
し
て
発
展
し
た
例
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
他
ユ
ニ
ッ
ト
に
所
属
し

な
が
ら
、
小
さ
な
自
工
房
で
製
作
を
続
け
て
い
る
女
性
の
事
例
も
あ

る
。製

作
者
Ｃ
は
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
出
身
で
あ
っ
た
が
、
両
親
の
出
身

地
で
あ
る
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
へ
移
り
住
み
、
そ
の
後
Ａ
Ｐ
州
出
身

の
男
性
と
結
婚
し
て
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
女
性
で
、
カ

ン
ナ
ダ
語
、
テ
ル
グ
語
の
他
に
タ
ミ
ル
語
、
英
語
も
多
少
理
解
す

る
。
そ
の
夫
が
亡
く
な
り
、
生
活
の
た
め
に
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
の
も
と

で
修
業
し
た
後
に
独
立
し
自
工
房
を
持
っ
た
。
年
金
生
活
者
で
な
い

彼
女
は
カ
ラ
ム
カ
リ
技
術
の
保
持
を
大
切
に
考
え
、
製
作
に
も
意
欲

的
で
、
自
身
の
師
を
「
彼
は
私
の
師
で
あ
り
、
神
で
あ
り
、
す
べ
て

で
す
」
と
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
る
。
全
工
程
を
一
人
で
こ
な
し
、
現

在
で
は
某
ユ
ニ
ッ
ト
（
ユ
ニ
ッ
ト
表
⑧
）
に
所
属
し
な
が
ら
チ
ェ
ン

ナ
イ
を
中
心
に
主
に
実
用
布
な
ど
を
卸
し
て
い
る
。

例
に
あ
げ
た
女
性
た
ち
の
よ
う
に
、
製
作
者
に
長
く
師
事
し
共
に

作
業
し
な
が
ら
学
ん
だ
、
前
述
の
①
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
な
者
た
ち

に
は
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
の
意
識
が
あ
る
者

が
多
い
。
②
は
そ
の
技
術
レ
ベ
ル
や
習
得
期
間
に
よ
り
意
識
が
異
な

る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
製
作
者
に
学
ん
だ
者
た
ち
の
師
に
対
す
る
感

謝
や
尊
敬
の
念
は
比
較
的
強
く
、
こ
れ
ら
の
点
で
、
以
下
に
述
べ
る

非
製
作
者
の
ユ
ニ
ッ
ト
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
自
身
が
製
作
者
で
も
あ
る
指

導
者
に
短
期
訓
練＊＊
＊

さ
れ
た
女
性
た
ち
の
「
技
術
」
や
「
師
」
に
対
す

る
考
え
方
や
自
己
認
識
と
は
違
い
が
み
ら
れ
る
。

２ 

非
製
作
者
経
営
の
ユ
ニ
ッ
ト
で

　

 

訓
練
し
た
女
性
製
作
者
た
ち

Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
を
中
心
に
女
性
た
ち
は
技
術
を
学
ん
で
ゆ
き
、
そ

の
な
か
か
ら
自
工
房
主
宰
者
や
ユ
ニ
ッ
ト
の
経
営
責
任
者
と
な
る
女

性
も
輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
非
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
製
作
者
の
ユ
ニ
ッ

ト
で
も
女
性
た
ち
が
訓
練
さ
れ
る
一
方
で
、
実
業
家
な
ど
の
非
製
作

者
が
運
営
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
も
、
カ
ー
ス
ト
や
宗
教
が
さ

ら
に
混
在
し
た
多
く
の
女
性
た
ち
が
訓
練
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
営
責
任
者
は
製
作
者
で
は
な
い
た
め
指
導
を
受
け
持
つ

製
作
者
が
雇
用
さ
れ
、
基
本
的
に
彼
ら
は
自
身
の
工
房
や
ユ
ニ
ッ
ト

の
仕
事
と
兼
ね
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
専
属
と
し
て
働
い
て
い
る

指
導
者
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ユ
ニ
ッ
ト
の
訓
練
期
間
は
一
年
以
下
で
あ

り
、
カ
ラ
ム
カ
リ
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

に
よ
る
木
炭
下
描
き
や
カ
ラ
ム
の
線
描
技
術
を
習
得
さ
せ
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
木
炭
下
描
き
を
省
略
し
ト
レ
ー
ス
技
法
を
用
い
た
合
理

的
技
法
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
前
節
③
④
）。
ま
た
、

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
が
可
能
で
も
、
神
や
叙
事
詩
を
描
く
訓
練
を
受
け
た

者
と
受
け
て
い
な
い
者
と
の
差
な
ど
も
生
じ
始
め
て
い
る
（
前
節
②

③
）。
実
用
布
製
作
が
中
心
で
訓
練
期
間
が
短
く
、
指
導
者
も
自
工

房
や
ユ
ニ
ッ
ト
の
仕
事
が
あ
る
た
め
に
常
に
作
業
を
共
に
し
て
い
る

と
は
い
え
ず
、
深
い
師
弟
関
係
を
築
く
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
い
。

な
か
に
は
経
済
的
な
救
済
を
与
え
て
く
れ
た
経
営
責
任
者
に
敬
意
を

感
じ
、
指
導
者
で
は
な
く
経
営
責
任
者
を
「
グ
ル
（
師
）」
と
呼
ん

で
い
る
者
も
い
る
。

た
と
え
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
Ⅱ
章
２
節
参
照
）
で
は
ト
レ
ー
ス
技
法
を

用
い
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
証
明
書
を
手
に
し
て
収
入
の
道
が
得
ら

れ
る
が
、
三
ヵ
月
と
い
う
短
期
間
に
ト
レ
ー
ス
技
法
を
使
用
し
た
技

術
を
学
ぶ
過
程
に
お
い
て
深
い
師
弟
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
ト
レ
ー
ス
技
法
は
大
量
生
産
の
た
め
に
合

理
化
さ
れ
た
技
法
の
た
め
デ
ザ
イ
ン
力
が
身
に
つ
か
ず
、
い
う
ま
で

も
な
く
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
を
用
い
る
他
の
工
房
で
は
通
用
し
な

い
。
製
作
者
の
な
か
に
は
、
あ
る
ム
ス
リ
ム
女
性
の
よ
う
に
一
家
全

員
の
家
計
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
や
、
三
〇

歳
前
後
の
独
身
で
あ
る
女
性
、
低
カ
ー
ス
ト
の
女
性
な
ど
経
済
的
に

ひ
っ
迫
し
た
者
も
少
な
く
な
く
、「
収
入
を
得
る
た
め
」
と
割
り
切
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち
が
、
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
仕
事
を
求
め
て
集

ま
っ
て
く
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
某
男
性
実
業
家
の
ユ
ニ
ッ

ト
（
ユ
ニ
ッ
ト
表
⑪
）
で
は
、
神
や
人
体
描
写
の
訓
練
を
す
る
の
は

男
性
の
み
で
、
女
性
た
ち
は
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
に
よ
る
草
花
や
鳥

な
ど
の
線
描
か
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
か
で
き
な
い
。
技
術
指
導
は
他

に
工
房
を
持
つ
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
の
弟
子
が
基
本
的
に
は
行
う
が
、
深

い
師
弟
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。某
女
性
実
業
家
の
ユ
ニ
ッ
ト（
ユ
ニ
ッ

ト
表
⑩
）
で
も
女
性
た
ち
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
は
教
え
る
が
、
神

や
人
体
、
叙
事
詩
を
描
く
訓
練
は
さ
せ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
Ｋ
Ｔ

Ｃ
出
身
者
の
娘
で
あ
る
指
導
者
と
の
師
弟
関
係
と
い
う
ほ
ど
の
繋
が

り
は
見
ら
れ
ず
、
女
性
た
ち
が
カ
ラ
ム
カ
リ
を
選
ん
だ
理
由
も
消
去

法
的
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
父
も
夫
も
有
名
実
業
家
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
経

済
基
盤
の
も
と
で
カ
ラ
ム
カ
リ
布
の
実
用
化
に
乗
り
出
し
た
女
性
実

業
家
の
ユ
ニ
ッ
ト
も
あ
る
。
都
市
に
販
売
拠
点
を
持
つ
こ
の
ユ
ニ
ッ

ト
（
ユ
ニ
ッ
ト
表
⑨
）
は
、
障
害
を
持
つ
者
や
訓
練
生
（
大
学
院
生

含
む
）、
村
落
部
在
住
の
人
々
な
ど
を
含
め
、
女
性
た
ち
ば
か
り
（
多

く
が
既
婚
者
）
約
一
〇
〇
名
以
上
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
の
ユ
ニ
ッ

ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
そ
の
趣
旨
と
し
て
、
女
性
救
済
の
み
で
な
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く
、
分
断
さ
れ
た
既
存
の
「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

復
活
と
活
性
化
を
促
そ
う
と
い
う
旨
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
事
実
に

は
反
す
る
が
、
カ
ラ
ム
カ
リ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
＝
カ
ー
ス
ト
）
を

中
心
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
対
外
的
な
商
品
戦
略
と

し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
は
フ
リ
ー

ハ
ン
ド
技
術
で
神
・
叙
事
詩
、
人
体
な
ど
を
描
く
訓
練
も
行
っ
て
お

り
、
叙
事
詩
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
ン
プ
ル
ク
ロ
ス
タ
イ
プ
布
が
製
作

で
き
る
態
勢
ま
で
整
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
女
性
製
作
者
た
ち
の
意

識
は
他
の
実
業
家
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
比
較
し
て
も
高
く
、
な
か
に
は
そ

の
技
術
レ
ベ
ル
に
か
か
わ
ら
ず
、「
伝
統
的
」
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
技
術
の

保
持
を
自
負
し
て
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
名
の
る
者

も
存
在
す
る
。
指
導
者
は
他
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
所
属
す
る
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身

者
が
時
間
の
あ
る
時
に
だ
け
教
え
に
く
る
た
め
師
弟
と
い
う
感
覚
は

希
薄
だ
が
、
学
歴
が
な
く
家
事
以
外
の
仕
事
が
望
め
な
か
っ
た
状
況

や
、
た
と
え
学
歴
が
あ
っ
て
も
男
性
よ
り
就
業
が
難
し
か
っ
た
状
況

か
ら
、
経
済
的
救
済
と
自
信
を
与
え
て
く
れ
た
経
営
責
任
者
に
は
深

い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
外
部
者
が
、
政
府

の
手
工
芸
開
発
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
カ
ラ
ム
カ
リ
の
技
術
力
と
、

「
イ
ン
ド
の
手
工
芸
」
と
し
て
の
カ
ラ
ム
カ
リ
に
価
値
を
見
出
し
て
、

カ
ラ
ム
カ
リ
業
に
参
入
し
て
き
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
一
例
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
実
業
家
の
ユ
ニ
ッ
ト
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て
も
、
訓
練

し
た
女
性
た
ち
の
習
得
技
術
レ
ベ
ル
は
異
な
り
、
指
導
者
か
ら
技

術
・
表
現
に
関
す
る
深
い
教
授
も
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り

低
い
技
術
レ
ベ
ル
の
製
作
者
と
単
純
に
比
較
し
て
、「
フ
リ
ー
ハ
ン

ド
が
で
き
る
」「
神
が
描
け
る
」
な
ど
の
技
術
的
理
由
を
も
っ
て
、「
カ

ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
名
の
る
一
部
の
女
性
が
登
場
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
師
弟
」
と
い
う
男
性
社
会
特
有
だ
っ
た
関
係
の

な
か
で
学
ん
だ
女
性
た
ち
と
比
較
す
る
と
、技
術
的
な「
で
き
る
」「
で

き
な
い
」
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
そ
の
就
業
形
態
か

ら
く
る
責
任
の
度
合
い
も
異
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況

は
、
よ
り
深
く
修
行
を
し
た
と
自
負
す
る
者
た
ち
の
自
己
認
識
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
急
増
し
た
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
内
の
女

性
製
作
者
の
な
か
の
差
異
が
広
が
る
に
し
た
が
っ
て
、「
仕
事
＝
収

入
」
と
考
え
る
女
性
た
ち
の
増
加
の
一
方
で
、自
身
か
ら
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
」「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
名
の
る
女
性
た
ち
も

増
え
る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅳ 

「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
名
の
る

　

 

女
性
た
ち
の
誕
生

１ 「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
の
条
件

増
加
し
た
カ
ラ
ム
カ
リ
布
の
需
要
は
、
男
女
問
わ
ず
製
作
者
間
の

差
異
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
が
、
男
性
を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ

内
の
製
作
者
た
ち
自
身
の
間
で
、
そ
の
差
異
化
を
表
す
際
に
よ
く
用

い
ら
れ
て
き
た
の
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
や
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
誰
も
が
明
確
に
認
識
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
が
ま
だ
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
二
〇
〇
四
年
調
査
時
に
は
、
漠
然
と
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
よ
り
、
と
く
に
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
を
中
心
と
し
た
技
術
レ
ベ

ル
が
比
較
的
高
い
と
さ
れ
て
い
る
人
々
や
そ
の
関
係
者
の
間
で
、
あ

る
程
度
の
条
件
を
と
も
な
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
は
技
術
を
基
準
に
認
識
さ
れ
、「「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と

は
当
然
チ
ャ
コ
ー
ル
ス
ケ
ッ
チ
（
木
炭
下
描
き
）
が
で
き
て
、ド
ロ
ー

イ
ン
グ
が
上
手
な
人
の
こ
と
を
い
う
」「
彼
（
線
描
専
門
）
は
線
描

技
術
が
高
い
か
ら
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
他
の
製
作
者
か
ら
も

線
描
依
頼
が
入
る
」
な
ど
の
製
作
者
の
言
葉
か
ら
、（
ⅰ
）
高
い
線

描
力
・
木
炭
下
描
き
力
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
必
要
条
件
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
で
あ
る
か
ぎ
り
は
他
の

製
作
者
と
同
じ
も
の
は
作
ら
な
い
こ
と
は
当
然
」「「
カ
ラ
ム
カ
リ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
（
生
業
の
）
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
が
で
き

る
の
は
「
ク
リ
エ
イ
ト
」
が
で
き
る
人
。だ
か
ら
こ
そ
、私
は
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
で
あ
る
」
な
ど
の
自
負
も
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
の
条
件
と
し
て
（
ⅱ
）
高
い
創
造
力
・
想
像
力
を
持
つ

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。（
ⅰ
）
あ
る
い
は
（
ⅰ
）（
ⅱ
）
を
保
持
し
て

い
る
こ
と
が
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
の
基
本
的
な
条
件

と
み
な
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
単
純
に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
浸
し
染
め
・
水
洗
工
程
の
み

行
う
人
々
と
比
べ
、
線
描
工
程
を
こ
な
せ
る
人
々
を
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
」
と
み
な
す
場
合
を
除
い
て
、
女
性
急
増
以
前
の
製
作
者
間
の
差

異
化
に
つ
い
て
、
数
人
の
製
作
者
か
ら
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
受
け

た
。「（
製
作
者
の
う
ち
）
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
み
行
う
の
は
ペ
イ
ン

タ
ー＊＊

＊

」「
製
作
者
の
な
か
で
も
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
が
素
晴
ら
し

い
腕
前
を
持
つ
「
グ
ッ
ド
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
有
名
ア
ワ
ー
ド
の
受

賞
者
な
ど
）」
で
、そ
の
他
の
（
線
描
が
で
き
る
）
製
作
者
の
な
か
で
、

半
数
前
後
が
一
応
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
残

り
は
た
だ
の
「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」
だ
」「「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」
は
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
の
よ
う
な
技
術
を
持
っ
て
い
な
い
人
々
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
が
「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」

と
比
較
さ
れ
る
場
合
、「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」
は
基
本
的
に
線
描
を
こ

な
す
が
、
木
炭
下
描
き
技
術
は
不
可
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
技
術
が

決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
製
作
者
を
表
し
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

は
線
描
・
木
炭
下
描
き
の
高
い
技
術
や
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
て

表
現
力
も
身
に
つ
け
た「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
に
は
優
る
製
作
者
」と
い
っ

た
意
味
で
使
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
技
術
の
「
高
さ
」
に
つ
い
て
の

判
断
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」と「
ア
ー

テ
ィ
ザ
ン
」
の
境
界
領
域
は
明
確
と
は
い
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
製
作
者
の
自
己
認
識
が
生
じ
る
一
因
と
し
て
は
、
製

作
者
に
高
い
付
加
価
値
を
与
え
る
性
格
の
も
の
も
あ
る
エ
ク
ジ
ビ

シ
ョ
ン
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
政

府
の
開
発
事
業
へ
の
招
待
や
、
ア
ワ
ー
ド
の
授
与
な
ど
の
経
験
が
考
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え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
か
に
対
外
的
に
そ
の
技
術
が
認
め
ら
れ

て
い
る「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」で
あ
る
か
を
示
す
証
で
あ
る
と
同
時
に
、

自
分
自
身
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
は
、「
選
ば
れ
た
者
」
と
い
う
評
価
を

受
け
た
証
と
な
り
、
選
ば
れ
る
経
験
の
有
無
や
頻
度
、「
何
に
選
ば

れ
る
の
か
」
と
い
う
質
の
問
題
に
よ
っ
て
差
異
化
が
さ
ら
に
進
み
、

「
選
ば
れ
る
」
こ
と
は
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
の
自
覚
が
生
じ

る
か
否
か
の
指
標
と
も
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
外
部
に
お
け
る
ア
ピ
ー
ル
度
が
高
く
、
海
外

へ
の
エ
ク
ジ
ビ
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
招
待
や
書
籍
へ
の
掲
載
な
ど
、
政

府
か
ら
の
優
遇
措
置
や
恵
ま
れ
た
機
会
を
手
に
す
る
頻
度
が
高
い
の

は
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
を
営
む
家
系
」＊＊

＊

出
身
の
製
作
者
で
あ
る
。彼
ら
は
、

「
我
々
が
失
わ
れ
か
け
た
「
伝
統
的
」
カ
ラ
ム
カ
リ
を
守
り
、
維
持

し
て
き
た
家
族
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
自
ら
を
イ

ン
ド
の
「
伝
統
的
職
人
カ
ー
ス
ト
」
同
様
に
「
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
」
あ

る
い
は
「
ク
ラ
フ
ツ
パ
ー
ソ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
他
の
製
作
者
た

ち
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
で
こ
の
よ
う
な
「
家
系
」
で
は
な
い
人
々
は
、
継
承
を
自
負

す
る
人
々
と
の
差
別
化
に
よ
っ
て
自
身
ら
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

り
、
彼
ら
の
「
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
に
重
要
な
こ
と
は
技
術
力
や
創
造

性
」「
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
に
（
カ
ー
ス
ト
・
宗
教
的
に
）
い
ろ
い
ろ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
が
参
入
す
る
こ
と
は
喜
び
」「
カ
ラ
ム
カ

リ
は
ア
ー
ト
だ
か
ら
、
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
カ
ラ
ム
カ
リ

製
作
は
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
」
な
ど
の
主
張
に
も
そ
の
意
図
が
窺

え
る
。
そ
の
よ
う
に
、「
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
」「
ク
ラ
フ
ツ
パ
ー
ソ
ン
」

と
は
異
な
り
、「
家
系
」
や
帰
属
集
団
に
縛
ら
れ
な
い
者
で
あ
る
こ

と
を
示
そ
う
と
す
る
意
識
も
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

と
い
う
自
己
認
識
に
繋
が
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

い
つ
頃
か
ら
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
や
「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」
な
ど
の

自
己
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
製
作
者
た
ち
自
身
が

明
確
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

一
九
七
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
時
期
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
ま
ず
、
カ
ー
ス
ト
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
製
作
者
集
団
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ラ
ム
カ
リ
に
つ
い
て
の
出
版
物
や
政
府
の
刊

行
物
に
お
い
て
、「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」「
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
」
の
表
記
が

一
九
七
〇
年
代
に
目
立
ち
始
め
る
こ
と
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
を
継
承
す

る
家
系
」
を
自
負
す
る
者
が
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
開
設
後
十
数
年
経
過
し
て
本

格
的
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
周
囲

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
の
二
代
目
の

マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
が
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初

め
頃
に
か
け
て
有
名
ア
ワ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
代
目
の
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
は
タ
ミ
ル

圏
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
就
任
に
あ

た
り
、
周
囲
の
非
難
や
厳
し
い
批
判
、
と
き
に
は
差
別
的
な
扱
い
を

受
け
た
。「
伝
統
的
」
な
製
作
者
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
認
識
し
、

周
り
を
納
得
さ
せ
る
技
術
力
を
も
っ
て
明
確
に
自
己
を
表
現
す
る
た

め
に
も
、
自
身
で
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
を
積
極
的
に
選

択
し
使
用
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ

内
部
で
「
相
対
的
」
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
」
と
い
う
言
葉
が
、
ア
ワ
ー
ド
受
賞
や
政
府
の
開
発
事
業
に
参
加

す
る
な
ど
の
経
験
を
重
ね
た
一
部
の
製
作
者
た
ち
に
よ
っ
て
概
念
化

さ
れ
て
ゆ
き
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
出
身
者
や
そ
の
弟
子
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
製
作
者
た
ち
が
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
名
の
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
以
上
の

よ
う
な
手
工
芸
開
発
の
影
響
や
よ
り
高
い
技
術
を
持
つ
製
作
者
と
し

て
の
自
負
、「
家
系
」
を
主
張
す
る
者
と
の
差
別
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
次
第
に
、
師
と
と
も
に
長
く
過
ご
し
な
が
ら
高
い
技
術
を
習
得

し
た
女
性
た
ち
の
な
か
か
ら
も
、「
私
は
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
あ
る
」
と
の
自
覚
を
持
っ
た
人
々
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
近
年
、
女
性
製
作
者
の
急
増
、
技
術
の
合
理
化
な
ど
の

変
化
に
よ
っ
て
、
指
導
者
か
ら
「
創
造
力
・
想
像
力
」
の
重
要
性
な

ど
は
教
授
さ
れ
ず
、
最
低
限
の
「
伝
統
的
」
技
術
（
前
述
の
（
ⅰ
）

に
も
満
た
な
い
）
を
習
得
し
た
だ
け
で
も
、
自
身
を
他
の
よ
り
低
い

技
術
レ
ベ
ル
の
人
々
と
比
べ
て
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
名
の
る
よ

う
に
な
っ
た
女
性
た
ち
ま
で
現
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

本
節
で
述
べ
た
よ
う
な
男
性
製
作
者
と
の
共
通
点
も
見
ら
れ
る
が
、

相
違
点
も
見
ら
れ
、
多
様
化
す
る
女
性
た
ち
が
選
ぶ
名
の
り
に
は
男

性
た
ち
と
は
異
な
っ
た
、
仕
事
に
対
す
る
あ
る
種
の
実
感
や
期
待
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

２ 「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
選
択
す
る

　

 

女
性
た
ち

修
業
に
よ
り
神
・
叙
事
詩
な
ど
を
描
け
る
技
術
を
習
得
し
た
女
性

た
ち
は
、
男
性
製
作
者
同
様
そ
の
習
得
経
験
か
ら
師
へ
敬
意
を
払

い
、
製
作
者
と
し
て
の
自
覚
が
高
い
な
ど
、
と
く
に
短
期
訓
練
の
女

性
た
ち
と
意
識
が
異
な
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
仕
事
の

な
か
で
師
弟
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
女
性
社
会
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ

一
時
的
に
男
性
社
会
に
参
入
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
た
と

え
ば
、
義
務
的
に
「
家
内
領
域
及
び
公
共
領
域
」
で
二
重
に
役
割
を

課
さ
れ
る
（
中
谷 2003: 22-25

）
よ
う
な
女
性
た
ち
の
状
況
と
は

異
な
り
、
女
性
た
ち
が
単
な
る
収
入
を
得
る
以
上
に
、「
男
性
と
同

等
の
自
分
の
職
業
で
あ
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
喚
起
す
る
結
果
と
な

り
、「
お
金
の
た
め
」
と
言
い
切
る
女
性
製
作
者
た
ち
と
「
カ
ラ
ム

カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
自
分
」
の
違
い
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
と
な

る
。
さ
ら
に
女
性
の
場
合
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を

名
の
る
こ
と
は
、
製
作
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
存
在
と
し
て
の
自
己

評
価
の
表
れ
で
あ
り
、
た
と
え
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

一
家
の
一
人
で
あ
っ
て
も
、
男
性
た
ち
の
「
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
」
と
の

差
別
化
に
準
じ
る
だ
け
で
な
く
、
家
の
な
か
で
の
単
な
る
労
働
力
で

は
な
い
、
父
や
兄
ら
と
並
ぶ
貢
献
度
の
高
い
一
個
人
と
し
て
認
め
て
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も
ら
え
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
い
う
ま
で
も
な
く
技
術
面
に
お
い
て
女
性
が
「
カ
ラ
ム
カ

リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
で
あ
る
男
性
の
上
位
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
、

男
性
以
上
に
技
術
力
が
高
い
こ
と
は
製
作
者
と
し
て
の
自
意
識
を

い
っ
そ
う
高
め
る
こ
と
と
な
る
。
よ
り
高
い
評
価
を
得
た
い
女
性
た

ち
は
、
ア
ワ
ー
ド
の
有
無
も
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
な
か
で
も
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
（N

ational A
w

ard

）
は
、
手
工
芸
関
係
の

ア
ワ
ー
ド
の
な
か
で
最
も
価
値
や
知
名
度
が
高
く
、
人
々
の
関
心
を

集
め
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
女
性
の
受
賞
者
は
お
ら
ず
、

女
性
た
ち
は
よ
り
下
位
の
ア
ワ
ー
ド
取
得
を
目
指
し
た
り
、
あ
る
い

は
自
分
の
男
性
家
族
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
受
賞
に
腐
心
し
た

り
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
対
象
者
に

推
薦
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
が
不
透
明
で
あ
り
、
不
公
平
感
の
あ
る
現

状
を
訴
え
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
海
外
の
公

募
展
へ
の
出
品
に
意
欲
を
見
せ
る
女
性
製
作
者
も
い
る
。

製
作
者
急
増
以
降
の
女
性
製
作
者
た
ち
の
状
況
と
し
て
は
、
増
え

る
ド
レ
ス
マ
テ
リ
ア
ル
な
ど
の
需
要
に
伴
い
広
が
る
技
術
力
の
差
の

影
響
を
受
け
、
自
身
よ
り
低
い
技
術
を
持
つ
者
と
の
差
異
化
を
図
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
某
実
業
家
ユ
ニ
ッ
ト
所
属
で
技
術
レ
ベ

ル
が
あ
ま
り
高
く
な
い
あ
る
女
性
が
、「
何
を
し
て
い
る
の
？
」
と

聞
か
れ
、「
私
は
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
」
と
名
の
っ

た
よ
う
に
、
自
分
が
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
働

い
て
い
る
こ
と
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
者
が
増
加
し
て
い
る
。
技
術

習
得
期
間
の
短
期
化
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
者

は
で
き
な
い
者
と
の
差
を
、
神
・
叙
事
詩
を
描
け
る
者
は
描
け
な
い

者
と
の
差
を
、
ト
レ
ー
ス
技
法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
が
で
き
る
者
は
で
き
な
い
者
と
の
差
を
主
張
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
技
術
力
や
技
術
習
得
方
法
の
相
違
に
よ
っ
て

「
自
分
は
他
製
作
者
と
違
う
」「
自
分
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
自
負
が
生
じ
る
こ
と
は
、彼
女
た
ち
の
自
己
認
識
や
「
仕

事
」
に
対
す
る
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
」
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
製
作
者
た
ち
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う

言
葉
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
テ
ル
グ
語
で
同
様

に
「
芸
術
家
」
的
な
意
味
を
表
す
言
葉
に
性
差
が
含
ま
れ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
テ
ル
グ
語
で
「
カ
ラ
カ
ー
ル

ド
ゥ
（kalakaarudu

）」（
単
数
）
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
男
性

名
詞
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
、
女
性
は
含
ま
れ
な
い
。
あ
る
女
性

製
作
者
は
「
カ
ラ
カ
ー
ル
ド
ゥ
は
男
性
を
表
し
ま
す
か
ら
、
私
は
使

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
男
性
も
女

性
も
意
味
し
ま
す
か
ら
、
自
分
に
は
一
番
ピ
ッ
タ
リ
き
ま
す
。
ア
ー

ト
に
関
わ
る
人
間
に
男
も
女
も
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う
。「
カ
ラ

カ
ー
リ
ニ
（kalakaarini

）」
と
い
う
女
性
名
詞
が
あ
る
が
、
男
役
・

女
役
が
決
ま
っ
て
い
る
イ
ン
ド
伝
統
舞
踊
の
踊
り
手
な
ど
に
使
わ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
女
性
製
作
者
た
ち
は
自
分
た
ち
が
使
う
言
葉

と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
複
数
形
の
「
カ
ラ
カ
ー

ル
ル
（kalakaarulu

）」
に
は
女
性
も
含
ま
れ
る
が
、
単
数
形
が
浸

透
し
て
い
な
い
た
め
に
女
性
た
ち
が
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
表

象
は
、
性
差
や
帰
属
集
団
に
捉
わ
れ
ず
、
他
製
作
者
と
の
差
異
化
も

表
す
女
性
た
ち
自
ら
の
名
の
り
と
し
て
、
ま
た
、「
誰
で
も
で
き
る

も
の
で
は
な
い
、
私
の
仕
事
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
内

に
お
い
て
広
く
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

Ⅴ 

結
論

一
九
五
〇
年
代
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
カ
ラ
ム
カ
リ
に
お
け
る
手
工
芸
開

発
で
は
、
女
性
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
男
性
に
付
随
し
た
、
開
発
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
徐
々
に
女
性

た
ち
の
技
術
力
の
差
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
製
作
者
間
に

も
差
異
化
が
生
じ
始
め
、
男
性
製
作
者
同
様
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
と
自
称
す
る
女
性
た
ち
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
政
府

の
経
済
的
テ
コ
入
れ
や
、
政
府
の
後
援
を
受
け
て
手
工
芸
開
発
計
画

に
参
加
し
て
き
た
任
意
団
体
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
化
に
よ
っ
て
実
用
的
カ
ラ
ム

カ
リ
布
の
製
作
・
生
産
が
進
行
し
た
こ
と
で
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
を
名
の
る
女
性
製
作
者
た
ち
は
多
様
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

カ
ル
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
降
、
カ
ラ
ム
カ
リ
の
製
作
現
場
の
状

況
が
激
変
し
、
収
入
も
増
え
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
始
動
に
よ
っ
て
女
性
製
作

者
た
ち
が
い
っ
そ
う
多
様
化
し
た
と
い
う
の
が
製
作
者
た
ち
の
実
感

で
あ
る
。
単
純
作
業
で
は
な
い
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
は
自

信
に
も
繋
が
り
、
筆
者
の
調
査
中
は
、
大
小
、
新
旧
含
め
た
工
房
・

ユ
ニ
ッ
ト
で
、
男
女
問
わ
ず
自
発
的
に
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
す
」
と
名
の
る
製
作
者
に
出
会
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
確

か
に
男
性
た
ち
も
多
様
化
し
、「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

を
名
の
る
人
々
は
増
え
た
が
、
男
性
た
ち
に
は
そ
の
他
に
「
ク
ラ
フ

ツ
マ
ン
」「（
カ
ラ
ム
カ
リ
）
マ
ス
タ
ー
」「
カ
ラ
カ
ー
ル
ド
ゥ
」
な

ど
の
自
己
認
識
が
あ
る
こ
と
に
比
し
て
、
女
性
た
ち
は
家
系
や
性
差

な
ど
と
関
わ
ら
な
い
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
が
自
分
た

ち
に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

女
性
た
ち
は
カ
ラ
ム
カ
リ
の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
歴
な
し
に
は
就
業
の
道
が
望
め
な
か
っ
た
状
況
か
ら
解
放
さ
れ
る

な
か
で
、
男
性
が
使
用
し
て
い
た
、
技
術
や
就
業
形
態
、
経
済
的
責

任
に
関
わ
り
な
が
ら
、
帰
属
集
団
に
捉
わ
れ
な
い
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
自
己
認
識
を
身
に
つ
け
、
自
身
を
表
す
言

葉
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
」
と
し
て
他
製
作
者
と
の
差
異
化
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
は
、

「
他
製
作
者
と
は
異
な
る
「
仕
事
」
を
行
え
る
自
己
」
と
し
て
の
表

明
で
あ
り
、
同
時
に
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
職

業
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
女
性
た

ち
の
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
カ
ラ
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ム
カ
リ
技
術
さ
え
習
得
し
て
い
れ
ば
、
た
と
え
学
歴
が
あ
っ
て
も
な

か
な
か
職
に
つ
け
な
か
っ
た
状
況
か
ら
脱
却
で
き
、
家
事
・
育
児
の

み
の
生
活
か
ら
「
私
の
仕
事
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
男
性

社
会
へ
参
入
で
き
る
と
同
時
に
、
経
済
力
を
身
に
つ
け
、
男
性
と
対

等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
立
場
に
も
な
れ
る
と
い
う
実
感
と
そ
の
可

能
性
へ
の
期
待
と
い
う
、
男
性
に
は
み
ら
れ
な
い
思
い
も
含
ま
れ
て

い
る
。

手
工
芸
品
生
産
は
女
性
に
と
っ
て
都
合
が
良
い
仕
事
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
テ
ン
プ
ル
ク
ロ
ス
タ
イ
プ
の
カ
ラ
ム
カ
リ
布
の
製
作
に
お

い
て
は
当
て
は
ま
る
と
は
い
え
な
い
。
高
い
技
術
力
や
デ
ザ
イ
ン
力

が
必
要
と
さ
れ
、
男
性
同
様
の
修
業
経
験
や
製
作
環
境
が
伴
わ
な
い

か
ぎ
り
、
家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
る
中
で
片
手
間
に
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
お
り
、
女
性
た
ち
の
多
く
は
あ
く
ま
で
も
男
性
製
作
者
に

付
随
す
る
周
縁
的
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
短
期
間
の
技

術
習
得
が
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
技
術
が
合
理
化
さ
れ
た
こ
と

で
多
く
の
女
性
た
ち
が
参
入
し
、
製
作
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

差
異
化
が
進
み
、カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
現
場
に
お
い
て「
カ
ラ
ム
カ
リ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
認
識
さ
れ
る
職
業
が
創
出
さ
れ
、
女
性
も
一
人

の
職
業
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

女
性
製
作
者
が
口
に
す
る
「
カ
ラ
ム
カ
リ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と

は
、「
売
る
側
」
や
「
買
う
側
」
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

彼
ら
が
自
主
的
に
名
の
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
自
己
表
象
や
自
己

認
識
の
問
題
は
、
人
類
学
的
に
「
現
地
の
人
々
」
の
声
を
代
弁
で
き

る
の
か
と
い
う
課
題
を
含
ん
で
い
る
が
（
太
田 1998: 9-13

）、
こ

れ
ま
で
、
英
語
や
現
地
語
で
「
職
人
」
を
表
す
言
葉
の
な
か
に
集
約

さ
れ
て
き
た
イ
ン
ド
の
製
作
者
た
ち
の
自
称
、
と
く
に
女
性
た
ち
の

名
の
り
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
、
語
る
主
体
と
し
て
の
「
作
る

側＊＊
＊

」
の
意
識
を
認
識
し
て
ゆ
く
上
で
も
重
要
と
考
え
る
。

今
後
、
女
性
製
作
者
の
名
の
り
に
つ
い
て
よ
り
深
く
検
討
す
る
た

め
に
は
、
男
性
製
作
者
の
名
の
り
や
政
府
な
ど
の
Ｓ
Ｈ
Ｋ
Ｈ
外
部
の

他
者
が
製
作
者
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
明
確
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
に
お
い

て
「
ア
ー
ト
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
が

い
か
な
る
人
々
な
の
か
、
ま
た
「
ク
ラ
フ
ト
」
が
い
か
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
な
が
ら
、「
作
る
側
」
の
名

の
り
や
彼
ら
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
名
づ
け
に
つ
い
て
の
相
互
行
為

の
問
題
に
対
し
て
よ
り
言
及
し
て
ゆ
き
た
い
。

◉
注

＊
１　

糸
を
生
地
に
織
っ
て
か
ら
、
自
由
描
写
に
よ
る
手
描
き
で
模
様
を

布
に
染
め
付
け
て
ゆ
く
「
後
染
め
」
技
法
の
一
種
。
模
様
染
め
。

＊
２　

カ
ラ
ム
（
ペ
ン
）
カ
リ
（
仕
事
）
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
と
捉
え
て

い
る
人
々
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
起
源
と
認
識
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

が
、
語
源
と
し
て
は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を

経
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

＊
３　

Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
の
カ
ラ
ム
カ
リ
は
テ
ン
プ
ル
ク
ロ
ス
だ
っ
た
と
は
い
わ

れ
て
い
る
が
、
特
定
寺
院
に
奉
納
し
て
い
た
記
録
が
今
の
と
こ
ろ
見
え

て
こ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
カ
ラ
ム
カ
リ
布
を
自
身
が
信
仰
す
る
寺

院
へ
寄
贈
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
製
作
者
た
ち
は
特
定
寺
院
と
の
結

び
つ
き
は
希
薄
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

＊
４　

物
の
形
体
や
事
柄
な
ど
を
、
定
型
の
比
率
な
ど
に
拘
束
さ
れ
ず
、

配
置
な
ど
も
す
べ
て
描
く
側
の
思
い
通
り
に
描
く
こ
と
。
描
写
の
訓
練

に
は
対
象
物
を
観
察
す
る
修
練
を
積
ん
だ
後
で
自
由
描
写
に
入
る
こ
と

が
多
い
点
で
、
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
に
お
け
る
技
術
習
得
法
と
は
異
な
る
。

＊
５　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は K

alam
kari T

raining Centre 

が
最
も
頻

繁
に
使
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
他
に K

alam
kari A

rt T
raining Centre 

と
表
現
す
る
者
も
あ
り
、
ま
た
一
次
文
献
資
料
で
は K

alam
kari A

rt 
Centre

、 Pilot T
raining Centre

、
ナ
ン
ダ
（N

anda 2002: 129-
133

）
の
な
か
で
は Pilot Centre, T

raining Centre

、
シ
ェ
カ
ー
ル

（Sekhar 1964: 40

）
や
ヴ
ァ
ラ
ダ
ラ
ジ
ャ
ン
（V

aradarajan 1982: 
73

）
で
は Pilot Production-cum

-T
raining Centre 

と
表
記
さ
れ
、

一
定
し
て
い
な
い
。
本
文
で
は
他
の
手
工
芸
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
区
別
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

＊
６　
「
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
」
は
直
訳
す
る
と
「
名
工
」
で
あ
る

が
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
に
お
い
て
は
単
な
る
優
れ
た
技
能
保
持
者
と
い
う
意
味
の

み
で
な
く
、
主
任
技
術
指
導
者
と
い
う
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

＊
７　

一
九
五
二
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
全
イ
ン
ド
手
工
芸
局

（
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｂ
）
の
委
員
長
を
務
め
た
カ
マ
ラ
デ
ー
ヴ
ィ
ー
・
チ
ャ
ッ
ト
ー

パ
デ
ィ
ヤ
ー
イ
ー
の
命
に
よ
り
、
当
時
イ
ン
ド
の
手
工
芸
を
収
集
し
、

仲
介
業
を
営
ん
で
い
た
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ａ
が
カ
ラ
ム
カ
リ
調
査
員
と
し
て
選
ば

れ
、
各
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
Ｋ
Ｔ
Ｃ
設
立
後
に
名

誉
幹
事
を
務
め
た
。

＊
８　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
年
度
は
、シ
ェ
カ
ー
ル
（Sekhar 

1964: 40

）
で
は
一
九
五
八
年
と
あ
る
が
、
同
書
に
元
マ
ス
タ
ー
・
ク

ラ
フ
ツ
マ
ン
が
「
五
九
年
に
は
も
う
セ
ン
タ
ー
で
働
き
始
め
て
い
た
」

と
あ
る
こ
と
は
二
年
制
の
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
と
は
矛
盾
す
る
こ
と

や
、
元
マ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
や
他
一
名
の
製
作
者
は
一
九
五
七

年
と
記
憶
し
、
ま
た
ナ
ン
ダ
（N

anda 2002: 132

）
で
も
一
九
五
七
年

の
記
述
が
あ
る
た
め
に
、
本
文
で
は
一
九
五
七
年
を
採
用
し
て
い
る
。

＊
９　

ド
シ
（D

oshi 1979

）、
金
谷
（2007

）、
鹿
野
（1987

）、
サ
フ
ラ

ニ
（Safrani 1992

）、
上
羽
（2006

）、
八
幡
（2005

）
な
ど
か
ら
も
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
従
来
の
イ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
、
も
の
づ
く
り
を

す
る
製
作
者
た
ち
は
、
同
じ
カ
ー
ス
ト
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
カ
ラ
ム
カ
リ
製
作
者
た
ち
が
ひ
と
つ
の
カ
ー
ス

ト
と
し
て
で
は
な
く
、
異
カ
ー
ス
ト
混
在
型
の
集
団
で
あ
る
こ
と
は
、

「
伝
統
的
な
」
イ
ン
ド
に
お
け
る
製
作
者
集
団
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
で

あ
る
。
た
だ
し
、Ｋ
Ｔ
Ｃ
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
あ
る
製
作
者
を
中
心
に
、

独
特
の
師
弟
関
係
を
築
い
た
同
カ
ー
ス
ト
の
製
作
者
た
ち
（
物
理
学
博

士
号
取
得
者
で
あ
り
、
か
つ
カ
ラ
ム
カ
リ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド

取
得
者
も
輩
出
）
も
存
在
し
て
い
る
。

＊
10　

Ｓ
Ｈ
Ｇ
と
は
一
〇
～
二
〇
人
程
度
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）
の
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
、
月
々
各
メ
ン
バ
ー
が
定
額
を
銀
行
に
預
金
し
て
ゆ

く
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
や
そ
の
工
房
が
金
銭
面
で
困
っ
た
と
き
に
、
そ

の
預
金
か
ら
借
り
受
け
る
と
い
う
自
助
グ
ル
ー
プ
。
銀
行
（
国
立
）
側

が
指
導
を
行
い
、
銀
行
か
ら
借
り
る
の
で
な
く
自
分
た
ち
で
金
銭
面
の

問
題
に
対
応
す
る
と
い
う
、
政
府
に
と
っ
て
も
貸
し
倒
れ
の
リ
ス
ク
を

負
わ
な
く
て
も
よ
い
シ
ス
テ
ム
だ
が
問
題
点
も
多
い
。

＊
11　
「
伝
統
的
」衣
装（
サ
リ
ー
、パ
ン
ジ
ャ
ビ
ド
レ
ス
、ド
ゥ
パ
ッ
タ
ー
）
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は
、
一
部
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
現
在
で
も
広
く
着
用
さ
れ
、
公

に
義
務
化
も
奨
励
も
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
そ
れ
ら
を
着
る

理
由
と
し
て
、あ
る
年
配
女
性
は「
こ
れ
は
も
う
、カ
ス
タ
ム
以
上
に
癖
」

と
語
っ
た
。

＊
12　

基
本
的
に
二
年
以
上
の
訓
練
を
受
け
な
が
ら
、
単
な
る
工
程
面
技

術
の
み
で
な
く
、
表
現
面
技
術
や
そ
れ
に
関
わ
る
細
か
な
習
い
も
、
師

か
ら
の
教
え（
と
き
に
は
無
言
の
ま
ま
）の
な
か
で
体
得
し
て
ゆ
く
こ
と
。

＊
13　

主
要
な
も
の
に
は
、「
全
国
か
ら
州
単
位
で
公
募
さ
れ
た
職
人
の
う

ち
か
ら
選
定
さ
れ
た
熟
練
職
人
と
職
工
の
た
め
の
国
家
表
彰
で
、
表
彰

者
に
は
賞
金
や
賞
状
の
他
に
、
海
外
を
含
め
た
手
工
芸
祭
へ
の
招
待
、

年
金
な
ど
の
特
典
が
あ
る
」（
金
谷 2007: 155

）。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

ワ
ー
ド
の
他
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
リ
ッ
ト
・
サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
」

「
ス
テ
イ
ト
・
ア
ワ
ー
ド
」
な
ど
が
あ
る
。
手
工
芸
分
野
の
み
対
象
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
を
、文
化
・
芸
術
分
野
の
功
労
者
に
与
え
ら
れ
、

よ
り
高
い
価
値
を
持
つ
ア
ワ
ー
ド
へ
の
登
竜
門
と
捉
え
て
い
る
製
作
者

も
い
る
。

＊
14　

一
年
以
下
の
訓
練
で
、
指
導
者
か
ら
主
に
工
程
面
技
術
を
習
得
す

る
が
、
表
現
面
に
関
し
て
は
基
本
的
な
技
術
や
知
識
以
外
は
、
ほ
と
ん

ど
習
得
し
な
い
場
合
を
指
す
。

＊
15　
「
ペ
イ
ン
タ
ー
」
は
製
作
者
の
な
か
で
も
彩
色
の
み
に
携
わ
り
、

「
ア
ー
テ
ィ
ザ
ン
」
と
も
目
さ
れ
な
い
人
々
で
「
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
だ
け

す
る
の
は
単
な
る
ペ
イ
ン
タ
ー
」
と
い
わ
れ
る
。

＊
16　

イ
ン
ド
全
土
の
五
種
の
手
工
芸
の
製
作
者
た
ち
が
、
手
工
芸
を
継

承
し
て
い
る
家
系
の
者
た
ち
と
し
て
組
織
化
さ
れ
、
政
府
が
彼
ら
に
予

算
を
つ
け
て
書
籍
を
出
版
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
カ
ラ
ム
カ
リ
の

製
作
者
の
一
家
族
も
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

＊
17　

今
後
、「
つ
く
る
」
と
い
う
行
為
を
よ
り
明
確
に
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、「
作
品（
も
の
）」を
つ
く
る
デ
ザ
イ
ン
や
実
作
業
に
関
わ
る「
制
作
」

と
、
制
作
の
他
に
企
画
・
資
金
調
達
や
出
資
、
ま
た
、
そ
の
も
の
づ
く

り
に
関
わ
る
人
々
、
と
い
う
意
味
を
含
ん
だ
「
製
作
」
を
使
い
分
け
る

必
要
も
で
て
く
る
か
と
は
思
う
が
、本
論
で
は
、本
特
集
全
般
で「
製
作
」

に
統
一
す
る
と
い
う
趣
旨
に
従
い
、す
べ
て
に「
製
作
」を
用
い
て
い
る
。 
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